
（その他必要があるときは、あらかじめ公告して定める日） 

（なお、中間配当を行うときの中間配当金受領株主確定日は９月３０日） 

事 業 年 度  
定時株主総会開催時期  
基 準 日  
 
期末配当金受領株主確定日 
 
株 主 名 簿 管 理 人  
 
同 事 務 取 扱 場 所  
 
 
同 取 次 所  
 
公 告 方 法  
 
 
単 元 株 式 数  
上 場 取 引 所  
株 主 優 待  

／ 
／ 
／ 
 
／ 
 
／ 
 
／ 
 
 
／ 
 
／ 
 
 
／ 
／ 
／ 

４月１日から翌年３月３１日まで 
毎年６月 
毎年３月３１日 
 
毎年３月３１日 
 
東京都港区芝三丁目３３番１号 
中央三井信託銀行株式会社 
名古屋市中区栄三丁目１５番３３号　〒４６０-８６８５ 
中央三井信託銀行株式会社　名古屋支店証券代行部 
　　０１２０-７８-２０３１ 
中央三井信託銀行株式会社　本店及び全国各支店 
日本証券代行株式会社　本店及び全国各支店 
電子公告により行います。 
※ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告を
　することができない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。 
１００株 
ジャスダック証券取引所　証券コード４５５８ 
毎年３月３１日現在の株主の皆様に、ご所有株式数に応じ、 
自社取扱商品を５月下旬に発送いたします。 

 

１００株以上、３００株未満 

   ３００株以上、５００株未満 

   ５００株以上、１,０００株未満 

１,０００株以上、５,０００株未満 

５,０００株以上 

 

１,０００円相当 

２,０００円相当 

３,０００円相当 

５,０００円相当 

１０,０００円相当 

ご所有株式数 

 

自社取扱商品 

 

株式の名義書換、配当金のお支払い並びに諸届出等のお問い合わせは、上記株主名簿管理人の事務取扱場所並びに取次所で
お取り扱いいたします。なお、「株式会社　証券保管振替機構」に預託されました株券についての諸届出及び手続等に関するお問
い合わせは、お取引先の証券会社へお願いいたします。 
 

株主メモ  

■中京医薬品ホームページアドレス 

 

 
www.chukyoiyakuhin.co.jp

証券コード4558
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第２６期
（平成１６年３月期）

第２７期
（平成１７年３月期）

第２８期
（平成１８年３月期）

第２９期
（平成１９年３月期）

第３０期
（平成１９年９月期）

第２６期
（平成１６年３月期）

第２７期
（平成１７年３月期）

第２８期
（平成１８年３月期）

第２９期
（平成１９年３月期）

第３０期
（平成１９年９月期）

■株主数の推移 

（％）
１００

８０

６０

４０

２０

０

７４.６
７７.６ ７８.９

１００

■株式値付率の推移 

 

（名）
２,１００

１,８００

１,５００

１,２００

９００

６００

３００

０

１,３２０
１,２６０ １,３０２

２,１０６
２,０５９

９５.２

　株主の皆様におかれましては、ま

すますご清祥のこととお慶び申し上

げます。また平素より格別のご支援

並びにご愛顧を賜り厚く御礼申し上

げます。ここに中京医薬品グループ

の第30期中間期（平成19年4月１日

から平成19年9月30日まで）のご報告

をするにあたり、株主の皆様へ一言

ご挨拶申し上げます。 

　当中間期における我が国の経済は、

企業業績の改善に伴う雇用情勢の

改善や、個人所得の増加など好材

料が見受けられる反面、原油価格の

高騰や米国のサブプライムローン問

題に起因する世界経済への悪影響

などの不安要因もあり、好景気といわ

れながらも、実感できるものとは言い

難い状況にあります。また“団塊の世

代”の退職も本格化し、高齢者の医

療負担や年金問題などが社会を賑

わせ、先行きの不透明感による不安

が一層増した年となりました。 

　こうした状況の中、当社グループ

の中核事業であります配置販売事

業におきましては、「ふれあい業」の

本質を見つめ直し、お客様一人一人

との深いきずなを築きながら顧客満

足の徹底を再検証するべく努めてま

いりました。 

　株主の皆様におかれましても、当

社グループの今後の可能性にご期

待いただき、さらに深いご理解とご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

　当中間期につきましては、主力事

業の配置販売事業において、より一

層お客様に「健康」と「幸福」をお届

けできる企業を目指し業績向上に努

めるとともに、８営業所を統廃合する

など、経費削減にも懸命に取り組みま

した。また新事業開発本部における

売水事業においては、需要の増大へ

の対応と名古屋市東部の顧客開拓

のため、名古屋市守山区に「名東

ウォーターショップ」を開設したこともあ

り、売水事業の売上高は前年同期比

30.0％増と大幅に伸長いたしました。

しかしながら、特別損失に過年度役

員退職慰労引当金繰入額306百万

円等を計上することとなりました。 

　その結果、売上高につきましては、

連結で41億23百万円、営業利益1百

万円、経常利益10百万円となりまし

たが、中間純損失は3億78百万円と

なりました。 

 

 

　通期に関しましては、連結で売上

高81億93百万円、営業利益1億68

百万円、経常利益1億85百万円を見

込んでおりますが、特別損失に過年

度役員退職慰労引当金繰入額等を

計上したことにより、最終利益は当期

純損失2億84百万円となる見込みで

あります。 

 

 

株主の皆様へ 

当中間期の概況 

通期の見通し 株主の皆様へ 

決算ハイライト 

トピックス 

株主還元の推移 

中間連結財務諸表 

中間個別財務諸表 

株式の状況 

会社の概要・役員・事業所 
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CONT ENTS

「ふれあい業」の本質を 
見つめ直し 
お客様の満足を第一に考えた 
商品やサービスを 
お届けしていきます。 

株式会社 中京医薬品 
代表取締役社長 

常備薬の赤い箱
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トピックス 

６ ５ 

　アクアマジック事業部の直営拠点名古屋ウォー

ターショップの移転先として、平成19年6月1日、

名古屋の新たな中核拠点「名東ウォーターショッ

プ」を開設しました。名古屋東部をはじめ、近

隣市町村を広く網羅し、配達エリアを大幅に拡

大。より多くのお客様にお届けできるようになり

ました。また、半田、名西と同様、本拠点におい

ても世界トップクラスのプラントメーカー「UAT」

社製を導入。ボトル洗浄から充填、キャッピング

までオートメーションで管理する、クリーンルーム

内蔵の最新プラントで作業の効率化が図られ

ています。徹底した衛生管理の下でつくられた“ア

クアマジック”は、ボトリング自動搬送システムによっ

て配達車両へ。安心・安全の美味しい水とスピー

ドにこだわり、お客様のさらなる満足を追求して

います。 

 

　深刻化する日本人の野菜不足と近年の健

康ブームを背景に、野菜ジュースは魅力的な健

康飲料として高い人気を集め続けています。

当社ではこの市場に注目し、野菜ジュース業界

最大手の食品メーカー「カゴメ（株）」の技術協

力により、新たな主力商品の開発に取り組んで

きました。その成果として、野菜ジュースづくりに

精通したカゴメ（株）の技術・開発力と、医薬品

会社ならではの素材・成分構成力を融合させ

た野菜飲料「薬屋さんが考えた濃縮野菜」を

発売。1缶（190g）に厚生労働省が推奨する野

菜の1日の目標摂取量350gをはるかに上回る

16種類400gの野菜を使用し、健康を意識した

栄養成分、無添加にもこだわりました。超濃厚

でありながら、すっきりとした口あたりで毎日お

召し上がりいただける野菜ジュースとして多く

の反響をいただいています。お客様の日々の健

康づくりに向けて、今後も価値ある商品提案を行っ

ていきます。 

　平成19年9月18日、名古屋市中区のデザイン

ホールにおいて個人投資家向け会社説明会を

実施いたしました。証券教育広報センター主催

としては、昨年の秋に引き続き２年連続となりま

すが、今回は、１時間の持ち時間の内、最初の

20分は当社営業所の営業活動を紹介したビデ

オの上映、後半に社長による講演の構成で行

いました。 

　当日は快晴にも恵まれ、約400名の方々にご

参加いただき盛況のうちに終了することができ

ました。今後も当社への理解を深めていただく

ため、積極的なIR活動に取り組んでいきたいと

考えています。 

 

 

　当社は「健康づくり、幸福づくり、人づくり」と

いう経営理念をさらに広げ、企業を挙げた取り

組みとして国際貢献活動「きずなASSIST」を

推進しています。お客様にお買い上げいただい

た商品の売り上げの一部を財源としたこの活

動は、「世界の子供たちに健康と教育を」をテー

マに展開され、毎年アジアの発展途上国でボラ

ンティア活動を行っています。今年は８月にスリ

ランカとベトナムで、スラム街の現状視察、マング

ローブの植林活動などを行いました。 

　お客様一人ひとりが世界の子供たちをアシス

トし、大きな「きずな」の輪を広げる。私たちは、

これからもお客様とともに「きずなASSIST」を

通して、社会貢献活動を進めていきたいと考え

ています。 
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2007年夏 新発売 

● 16種類の野菜成分400gを使用
● リコピン25mg・クルクミン30mg含有
● 砂糖・食塩無添加、合成保存料・着色料・
　 香料一切不使用

1缶190ml



エモアモイスチャーシリーズ 

株主の皆様の当社への期待にお応えするため、

積極的な事業活動により企業価値の向上を図

る一方で、今後の収益、財務体質、事業投資へ

の対応を勘案しつつ、株主重視の観点から株主

還元施策に取り組んで参ります。配当に関しまし

ては、安定的かつ継続的な配当の維持・向上を

基本として、連結業績、中長期的な成長性、純

資産配当率（DOE）等を加味し総合的に判断し

て行う考えです。またそれに加えて株式分割に関

しましては、一株当たり利益の増加等を鑑みなが

ら機動的に実施し、還元水準の一層の向上に努

めて参ります。

■シャンプー&ヘアパック 
ダメージをケアし、うるおいと輝きのある健康な髪へ。
海洋性コラーゲン、パールエッセンス、海藻エキス、
アミノ酸を配合した高級サロン仕様です。上質を極
めたなめらかな指通り、つややかな仕上がりを毎日
実感いただけます。
■マッサージ&ボディウォッシュ 
海の天然ミネラルを豊富に含んだクレイ（海泥）、パ
ールエッセンス、3種類の天然海藻エキス（緑藻・褐
藻・紅藻）を配合。毛穴の奥の皮脂や汚れを取り除
きながら引き締めます。みずみずしくハリのあるボデ
ィのための“美”習慣。天然成分なので肌の弱い
方も安心してお使いいただけます。

「花・香りの物語」「日本の名泉めぐり」 

■花・香りの物語 
酵素と３つの保湿成分（紅茶エキス・オリーブ油・メ
タケイ酸Na）を配合した、お肌にやさしい入浴剤。
その日の気分で選べる７種の花［サルビア・ユリ・ボ
タン・マリーゴールド・カモミール・ローズマリー・ラベ
ンダー］の香りをセットしました。ハーブの香りに包ま
れる心地いいバスタイムをお楽しみください。
■日本の名泉めぐり 
日本各地から選んだ名湯［登別・道後・熱海・有馬・
十和田・草津・湯布院］の温泉成分に近づけ、さら
に温泉効果を高める酵素・カテキン（緑茶エキス）と
３つの保湿成分（オリーブ油・トウキエキス・各生
薬エキス）を配合。温泉気分に浸りながら、一週間、
毎日違うお湯をお楽しみいただけます。

薬屋さんが処方した美味しいカレー 

■マサラビーフ 
通常15種類前後でブレンドされるカレースパイスを
30種類ブレンドし独自のガラムマサラを作りあげま
した。薬屋さんの目利きで選んだ、漢方薬としても
使われるスパイスの引き立ての味わい。お子様から
お年寄りの方まで、きっとご満足いただけます。
■グレイビービーフ【グレイビービーフ】 
一流シェフのレシピをもとに、漢方薬としても使われ
る各種のスパイスをふんだんにブレンドし、お肉の
味を最大限に引き出しました。鉄板でローストした
肉汁の旨味がぎゅっとつまった身体に優しく、おいし
いカレー。本格的な味をご家庭でご賞味ください。

２割分割を実施

５割分割を実施

２割分割を実施

１割分割を実施

１割分割を実施

１０円※１

５円

１０円※２

５円

７.５円※３

５円

５円

５円

１割分割を実施

５円

５円

２.５円
※１ 株式公開記念配当金５円を含む
※２ 創業５０周年記念配当金５円を含む
※３ 株式店頭公開5周年記念配当金２.５円を含む

■株式分割 ■株主優待 株主優待条件を100株以上に変更しました。

■配当金の推移（1株当たり） 

株主還元の推移 

エモアモイスチャー
シャンプー&ヘアパック

エモアモイスチャー
シャンプー&ヘアパック
マッサージ&ボディウォッシュ

エモアモイスチャー
シャンプー&ヘアパック
マッサージ&ボディウォッシュ

「花・香りの物語」
「日本の名泉めぐり」

「花・香りの物語」
「日本の名泉めぐり」

「花・香りの物語」
「日本の名泉めぐり」

薬屋さんが処方した
美味しいカレー

薬屋さんが処方した
美味しいカレー

株主還元の基本方針 
平成１１年５月

平成１２年５月

平成１３年５月

平成１４年５月

平成１５年５月

平成１０年３月期
（９月中間期含む）

平成１１年３月期
（９月中間期含む）

平成１２年３月期
（９月中間期含む）

平成１３年３月期
（９月中間期含む）

平成１４年３月期
（９月中間期含む）

平成１５年３月期
（９月中間期含む）

平成１６年３月期
（９月中間期含む）

平成１７年３月期
（９月中間期含む）

平成１８年４月

平成１８年３月期
（９月中間期含む）

平成１９年３月期
（９月中間期含む）

平成１９年９月期

５００株以上

１,０００株以上

１００株以上

３００株以上

５,０００株以上

５００株以上

１,０００株以上

５,０００株以上
（３,０００円相当額）

（５,０００円相当額）

（１,０００円相当額）

（２,０００円相当額）

（１０,０００円相当額）

（３,０００円相当額）

（５,０００円相当額）

（１０,０００円相当額）

８ ７ 

平成19年3月の例（3月末現在の株主） 平成18年3月の例（3月末現在の株主） 



　当社株式は、平成19年9月3日付で株式会社ジャスダック証券取引所の制
度信用銘柄に選定されました。当社は平成9年の株式公開以来、流動性の
向上を重点課題として取り組み、売買単位の引き下げ、株式分割などの施策
により一定の成果を上げてまいりました。制度信用銘柄に選定されたことによ
り、さらなる流動性向上と売買の活性化に寄与するものと期待しております。 
 

制度信用銘柄に選定 

【資産の部】

流動資産 

固定資産 

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

繰延資産

資産合計

【負債の部】 

流動負債 

固定負債 

負債合計

【純資産の部】

株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

評価・換算差額等

　その他有価証券評価差額金

　為替換算調整勘定

純資産合計

負債及び純資産合計

 

  

３,０９８,７５３

２,８２６,４６２

１,９１１,０６５

２９,６１２

８８５,７８４

２２６

５,９２５,４８３

２,８０５,２６６

４８９,９６５

３,２９５,２３２

２,４４１,０６８

５３０,９５０

２７４,１４３

２,１８２,７６２

△５４６,７８６

１８９,１８１

１７９,２１６

９,９６５

２,６３０,２５０

５,９２５,４８３

   ２,７４１,４３７

２,７１３,２３２

２,０４９,３４７

３２,０３３

６３１,８５０

－

５,４５４,６６９

２,４０５,９６０

５６４,８８３

２,９７０,８４３

２,４４５,３９６

５３０,９５０

２７４,１４０

２,１８７,５７０

△５４７,２６４

３８,４２９

２７,０１８

１１,４１０

２,４８３,８２５

５,４５４,６６９

２,８７６,４６７

２,７１０,４５５

２,０６５,３９９

２９,７０２

６１５,３５３

－

５,５８６,９２２

２,７３４,７６１

７７９,５３７

３,５１４,２９８

２,０４１,１２６

５３０,９５０

２７４,１２９

１,７８３,８９５

△５４７,８４８

３１,４９７

１８,９０９

１２,５８７

２,０７２,６２３

５,５８６,９２２

科　目 当中間期
（平成１９年９月３０日現在）

前中間期
（平成１８年９月３０日現在）

前連結会計年度
（平成１９年３月３１日現在）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

■中間連結貸借対照表 

売上高 

売上原価 

売上総利益 

　販売費及び一般管理費

営業利益 

　営業外収益

　営業外費用

経常利益 

　特別利益

　特別損失

税金等調整前中間（当期）純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額

中間（当期）純利益 

４,２４９,０４６

１,６７０,１４６

２,５７８,８９９

２,６１５,２３３

△３６,３３３

２２,９８８

９,２４６

△２２,５９１

７５

６,５０１

△２９,０１８

５,１５７

△８,７３３

△２５,４４２

８,１５７,５２８

３,０９３,００４

５,０６４,５２３

５,１４５,６２０

△８１,０９６

５４,９８５

２２,５１８

△４８,６２９

３１１,２２７

８１,７８５

１８０,８１２

６５,７７３

１１０,４１４

４,６２５

４,１２３,２０８

１,５１９,４８８

２,６０３,７２０

２,６０２,５３０

１,１８９

２１,６１５

１２,６４５

１０,１５９

－

３９２,７５４

△３８２,５９４

３６,１４７

△４０,３２４

△３７８,４１８

当中間期
（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）

前中間期
（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日）

前連結会計年度
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

■中間連結損益計算書 

平成１９年３月３１日残高 

中間連結会計期間中の変動額 

　剰余金の配当

　中間純損失

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　

中間連結会計期間中の変動額合計

平成１９年９月３０日残高 

５３０,９５０

－

－

－

－

－

　　－

－

５３０,９５０

資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本

自己株式 株主資本
合計

その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

評価・換算差額等

評価・換算
差額等合計

純資産合計

■中間連結株主資本等変動計算書 

 

当中間連結会計期間（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）

営業活動による
キャッシュ・フロー 

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の
増減額

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高 

△２３３,２２２

△２６,２８１

１１８,５１２

４０９

△１４０,５８１

６４４,５５６

５０３,９７４

△３７９,９１８

７４,０８３

２６５,３８７

５,２１１

△３５,２３５

６４４,５５６

６０９,３２１

２２５,９５３

△３０,５５７

△１３５,９３９

１,３８０

６０,８３６

６０９,３２１

６７０,１５７

■中間連結キャッシュ・フロー計算書 
会社法における会計について 

２００６年５月１日施行の会社法により、「資本の部」が廃

止され、「純資産の部」が新設されました。 

これは貸借対照表上、資産性を持つものを「資産の部」、

負債性を持つものを「負債の部」に記載し、それらに該

当しないものを資産と負債の差額として「純資産の部」

に記載するものです。 

これにより、会社の支払能力などの財政状態をより適

切に表示することが可能となります。 

 

　 

期間中における剰余金の変動は、２００６年５月１日施行

の会社法により新設された「株主資本等変動計算書」

で説明されるため、損益計算書末尾の「未処分利益」

の計算区分は廃止されました。 

 

 

２００６年５月１日施行の会社法により、「連結株主資本

等変動計算書」が新設されました。 

これは貸借対照表の純資産の部の中で、主として株

主の皆様に帰属する株主資本について、その1会計

期間における変動事由と変動額を、連結ベースでご報

告するために作成する計算書類です。 

 

 

２００６年５月１日施行の会社法により、「利益処分計算書」

が廃止され、「（単体）株主資本等変動計算書」が新

設されました。 

これは貸借対照表の純資産の部の中で、主として株

主の皆様に帰属する株主資本について、その１会計

期における変動事由と変動額を、単体ベースでご報告

するために作成する計算書類です。 

 

 

◎「連結貸借対照表」および「単体貸借対照表」 

 

◎「単体損益計算書」 

◎「連結株主資本等変動計算書」 

 

◎「（単体）株主資本等変動計算書」 

 
株主資本以外の項目の中間連結
会計期間中の変動額（純額）

２７４,１４０

－

－

－

－

△１０

　－

　△１０

２７４,１２９

２,１８７,５７０

－

△２５,２５５

△３７８,４１８

－

－

－

△４０３,６７４

１,７８３,８９５

△５４７,２６４

－

－

－

△６４４

６０

－

△５８４

△５４７,８４８

２,４４５,３９６

－

△２５,２５５

△３７８,４１８

△６４４

４９

－

△４０４,２７０

２,０４１,１２６

２７,０１８

－

－

－

－

－

△8,108

△８,１０８

１８,９０９

１１,４１０

－

－

－

－

－

1,176

１,１７６

１２,５８７

３８,４２９

－

－

－

－

－

△6,931

△６,９３１

３１,４９７

２,４８３,８２５

－

△２５,２５５

△３７８,４１８

△６４４

４９

△6,931

△４１１,２０１

２,０７２,６２３

NEWS

科　目 科　目

科　目

中間連結財務諸表（要旨） 

１０ ９ 

当中間期
（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）

前中間期
（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日）

前連結会計年度
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）



http: / /www.chukyoiyakuhin.co. jp/

　当社は、この度、開設以来慣れ親しんだホームページを全面リニューアルいたし
ました。今度のホームページは「見やすく、わかりやすく」をテーマにシンプルなデザ
インですが、トップページに大分類の大見出しを設け、情報の整理を心がけました。
内容も充実させていきますので、今後もご期待下さい。 
 
 
 

ホームページを全面リニューアル NEWS

中間個別財務諸表（要旨） 

■営業拠点数 ■商品別売上高構成比 営業拠点数 ■従業員数 従業員数（期末人員） ※パート、嘱託を除く

７００

６００

５００

４００

３００

２００

１００

０

第２６期
（平成１６年３月期）

９０

８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

第２６期
（平成１６年３月期）

第２７期
（平成１７年３月期）

６０９

第２８期
（平成１８年３月期）

第２９期
（平成１９年３月期）

６３０

第２７期
（平成１７年３月期）

８０

第２８期
（平成１８年３月期）

第２９期
（平成１９年３月期）

第３０期
（平成１９年９月期）

第３０期
（平成１９年９月期）

８４
８８ ９０

８２ ６３９
６７４ ６８１

常備配置薬

保健品

ドリンク

医療品

日用雑貨

環境事業

売水事業

生活流通・宝飾その他

受取手数料

売上高 

売上原価

　売上総利益

　販売費及び一般管理費

営業利益

　営業外収益

　営業外費用

経常利益

　特別利益

　特別損失

税引前中間（当期）純利益

　法人税、住民税及び事業税

　法人税等調整額

中間（当期）純利益

４,１９６,７６５

１,６４０,７５１

２,５５６,０１４

２,５９８,５６４

△４２,５５０

２２,８４８

９,０２４

△２８,７２７

７５

６,５０１

△３５,１５３

５,０８７

△８,７３３

△３１,５０７

８,０５８,２１５

３,０３３,７９０

５,０２４,４２５

５,１０３,５７７

△７９,１５２

５０,８９４

２２,２６０

△５０,５１７

３１１,２２７

９７,１７４

１６３,５３４

６５,６３２

１１４,２３２

△１６,３３０

４,０９３,４９２

１,４９３,３５１

２,６００,１４０

２,５７８,６７０

２１,４６９

２０,８１７

１２,４６９

２９,８１７

－

４１５,８２２

△３８６,００４

３６,１４６

△４２,７２６

△３７９,４２４

（単位：千円）

■中間株主資本等変動計算書 

 【資産の部】

流動資産 

固定資産 

　有形固定資産

　無形固定資産

　投資その他の資産

繰延資産 

資産合計

【負債の部】

流動負債 

固定負債 

負債合計 

【純資産の部】

株主資本

　資本金

　資本剰余金

　利益剰余金

　自己株式

評価・換算差額等

　その他有価証券評価差額金

純資産合計

負債及び純資産合計

  

３,０３１,９８６

２,８５７,４０７

１,９０９,１１５

２９,４６６

９１８,８２４

２６６

５,８８９,６５９

２,７６２,１２５

４８２,６５９

３,２４４,７８４

２,４６５,６５９

５３０,９５０

２７４,１４３

２,２０７,３５２

△５４６,７８６

１７９,２１６

１７９,２１６

２,６４４,８７５

５,８８９,６５９

２,６８０,０４８

２,７２７,６０１

２,０４８,０１８

３１,９００

６４７,６８２

－

５,４０７,６４９

２,３６３,３１４

５６２,２２０

２,９２５,５３４

２,４５５,０９６

５３０,９５０

２７４,１４０

２,１９７,２７０

△５４７,２６４

２７,０１８

２７,０１８

２,４８２,１１５

５,４０７,６４９

２,８３０,１３８

２,７２３,７５０

２,０６４,１４６

２９,５６９

６３０,０３４

－

５,５５３,８８９

２,７０７,２４３

７７７,９１５

３,４８５,１５９

２,０４９,８２０

５３０,９５０

２７４,１２９

1,792,590

△５４７,８４８

１８,９０９

１８,９０９

２,０６８,７３０

５,５５３,８８９

（単位：千円）

■中間貸借対照表 ■中間損益計算書 当中間会計期間（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）

（単位：千円）

平成１９年３月３１日残高 

中間会計期間中の変動額 

　剰余金の配当

　中間純損失

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　

中間会計期間中の変動額合計 

平成１９年９月３０日残高 

５３０,９５０

－

－

－

－

－

－

－

５３０,９５０

資本金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本

自己株式 株主資本合計その他有価証券評価差額金

評価・換算差額等

評価・換算
差額等合計

純資産合計

株主資本以外の項目の中間
会計期間中の変動額（純額）

２７４,１４０

－

－

－

－

△１０

－

△１０

２７４,１２９

２,１９７,２７０

　　　　　－

△２５,２５５

△３７９,４２４

－

－

－

△４０４,６８０

１,７９２,５９０

△５４７,２６４

－

－

－

△６４４

６０

－

△５８４

△５４７,８４８

２,４５５,０９６

－

△２５,２５５

△３７９,４２４

△６４４

４９

－

△４０５,２７６

２,０４９,８２０

２７,０１８

－

－

－

－

－

△８,１０８

△８,１０８

１８,９０９

２７,０１８

－

－

－

－

－

　　△８,１０８

△８,１０８

１８,９０９

２,４８２,１１５

－

△２５,２５５

△３７９,４２４

△６４４

４９

△８,１０８

　△４１３,３８４

２,０６８,７３０

科　目

１１.８％

３６.０％

２１.７％
２.３％

６.２％

１６.４％

４.９％
０.１％
０.６％

１２ １１ 

科　目 当中間期
（平成１９年９月３０日現在）

前中間期
（平成１８年９月３０日現在）

前事業年度
（平成１９年３月３１日現在）

科　目 当中間期
（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）

前中間期
（平成１８年４月１日～平成１８年９月３０日）

前事業年度
（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）



株式の状況 会社の概要・役員・事業所 （平成１９年９月３０日現在）

■発行可能株式総数 
■発行済株式の総数 
■株主数 
 

25,000,000株 
11,385,734株 
2,059名 
 

・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■大株主 
 株主名
山田正行

山田幸男

有限会社ヤマショー

山田雄三

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行

中京医薬品取引先持株会

中京医薬品従業員持株会

大商株式会社

山田重子

山田正人

１,３５４,９８６

１,１１７,０８６

１,０５０,６８５

７７２,２７５

２２４,２４６

２１４,６２０

１８２,６６８

１６８,２００

１６３,１６３

１４２,６９７

　

１１.９

９.８

９.２

６.８

２.０

１.９

１.６

１.５

１.４

１.３

近畿
２０.４０%（４２０名）

中部
４３.２７％（８９１名）

中国
３.６９％（７６名）

個人・その他
９４.９５％（１,９５５名）

外国人
０.１％（２名）

金融機関・証券会社
０.９７％（２０名）

その他国内法人
３.８８％（８０名）

自己名義株式
０.０５％（１名）

政府・地方公共団体
０.０５％（１名）

個人・その他
６１.７７％（７,０３３千株）

自己名義株式
１１.２９％（１,２８５千株）

金融機関・証券会社
８.７１％（９９１千株）

外国人
０.０２％（２千株）

その他国内法人
１８.２０％（２,０7２千株）

政府・地方公共団体
０.０１％（０.５千株）

■株価の推移 ■地域別分布状況 

（注）当社は自己株式１,２８５,０１８株を保有しておりますが、
上記大株主からは除外しております。

当社株価

持株比率（％）持株数（株）

九州
５.１５％（１０６名） 

外地
０.０５％（１名） 

北海道
１.２１％（２５名）

東北
１.２６％（２６名）

四国
１.４６％（３０名）

関東
２３.５１％（４８４名）

平成１９年９月３０日現在

商 号

本 社 所 在 地

創 業

設 立

資 本 金

代 表 者

従 業 員 数

 

連 結 子 会 社

代表取締役社長

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

■会社の概要（平成１９年９月３０日現在）
株式会社中京医薬品

愛知県半田市亀崎北浦町２-１５-１

昭和２４年

昭和５３年

５億３,０９５万円

代表取締役社長　山田正行

７８０名（嘱託・パート含む）

株式会社ユナイテッドデザイン
株式会社中京医薬品コリア

事 業 内 容
医薬品・医薬部外品・健康食品・
清涼飲料水・医療機器・化粧品・
日用品・衣料品・生保・損保・

■役員（平成１９年９月３０日現在）
山　田　正　行

山　田　雄　三

辻　村　　　誠

山　田　幸　男

山　本　謙　二

松　本　好　博

金　澤　光　二

佐土原　しづ子

小　澤　千加四

秋　本　　　實

長谷川　了　治

沼　田　　　尚

柘　植　信　吾

本社及び名古屋オフィス

営業所

グループ企業
旭川

札幌東

八戸

宮古

釧路
帯広

釜石

大船渡

柏

北上

盛岡

仙台南

いわき

宇都宮

上越

尾鷲

坂出 高松
観音寺大分南別府

大分

延岡

高鍋
宮崎
宮崎東

串間鹿屋

都城

小林
人吉

姶良

鹿児島

太宰府

小倉

中津

福岡東
宗像 八幡

行橋

日田

東広島

三次

長野

松本

諏訪

中津川

飛騨金山

土岐

飛騨古川

高山

郡上八幡

可児

名古屋東

豊田

知立
岡崎

豊川

浜松

静岡豊橋松阪

津

四日市
鈴鹿伊賀上野
本社

津島
桑名

大垣

一宮西

中川 港

名古屋オフィス

半田

日進

岩倉

岐阜東
岐阜

米原

久居

上田

半田南

西尾

伊勢

志摩

飯田
伊那

焼津
掛川

中野

稲沢

守山

近江

大町

１,２００
１,０００
８００
６００
４００
２００
０

（円）

（百株） 売買出来高
５５,000

５０,000

４５,000

４０,000

３５,000

３０,000

２５,000 

２０,000

１５,000 

１０,000

５,000

０
平成１8年 平成１9年

２９期
４月

３０期
５月 ６月 ７月 ８月 ９月  １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

所有者数別 
状況 

所有者 
株式数別 
状況 

■事業所 

５４,５９８

９,５２９ ８,０２４

２３,０７８

１,６９６ １,７４８ １,０７２ １,５５４ ９４１１,２１２ ７３８ ５７２７２４ １,０７２ ７５４ ６６９ ６０６
５,９２７

米子

１４ １３ 


